総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２～２６年度）
テーマ5　小課題番号5.2　宮村正光（建築学部まちづくり学科）
著書

1. 宮村正光、技術者の倫理：改訂版、２０章 建物の耐震安全性と建築技術者の倫理（担当章）、pp.188-198、コロナ社、2015
査読付き論文(5編、他2編)
1. 諏訪仁、宮村正光、久田嘉章、村上正浩、鱒沢曜  児島帝二、武居由紀子、湯澤伸伍
超高層ビル街における地震後の建物被害確認と即時使用性判定に関する研究, 第14回日本地震工学シンポジウム, 2014,12
2. 久保智弘、宮村正光、岡垣 晃 、李 致雨、大規模複合施設における震災対策の構築について、第14回日本地震工学シンポジウム, 2014,12
3. 松山美樹、宮村正光、杉本三千雄、震災時における透析施設の機能継続に関する調査・研究、日本建築学会技術報告集、第20巻、第46号、2014.10
4. 太田宏，安達俊夫，宮村正光，新山龍，佐藤洋子：液状化被害の損失評価法に関する研究―浦安市における公共施設の外構被害の補修費用に関する検討―，日本建築学会構造系論文集，第79巻，第695号，2014.1
5.太田宏，安達俊夫，宮村正光，新山龍：生活密着型施設の事業継続性に与える地形・地盤条件の影響に関する研究- 2004 年新潟県中越地震および2007 年新潟県中越沖地震の事例 -，日本建築学会技術報告集，第18巻，第40号，pp.1125-1130，2012.10
国際学会論文（査読付も含む）
１．Hiroshi Ohta，Toshio Adachi，Masamitsu Miyamura，Ryu Niyama：Survey study on the business recovery process of the daily stores located on different soil conditions at Tohoku region by the 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake on March 11.，15th World conference on earthquake engineering，2012.9
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など
1. 宮村正光、震災が教える社会工学的アプローチ、Re 特集：災害から学ぶ、建築保全センター、No.182、pp.33-36 2014.4
招待講演
1. 宮村正光、　建物の即時使用性判定の試み、第２回東京都帰宅困難者対策フォーラム、東京都庁第一本庁舎９階防災センター、2014年1月9日
2.宮村正光、地震発生直後における検知と監視技術の活用の可能性、平成23年度都市地震工学シンポジウム、東京工業大学、2011年10月12日
口頭発表(査読なし、他１５編)
１．宮村正光、諏訪仁、久田嘉章、村上正浩、鱒沢 曜、 飯塚章仁：超高層ビル街における地震後の傷病者対応、建物の被害確認と即時使用性判定に関する研究、その４：建物管理者による即時使用性判定、日本建築学会大会学術講演梗概集(北海道), 2013年8月
２．湯澤伸伍、宮村正光、諏訪仁、久田嘉章,　鱒沢曜、田中聡：超高層ビル街における地震後の建物被害確認と即時使用性判定に関する研究、その3：建物管理者による即時使用性判定法の提案と訓練での検証
日本建築学会大会学術講演梗概集(神戸)、2014年9月
３．岡垣 晃、李 致雨、宮村 正光、久保智弘：大規模複合施設における大規模震災対応に関する研究　その1　街区継続計画構築のための調査、日本建築学会大会学術講演梗概集(北海道), 2013年8月
輩出した博士・修士・学士
修士3名　学士45名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. 東日本大震災を踏まえた官庁施設の機能確保に関する検討会、委員
国土交通省大臣官房官庁営繕部 整備課、平成23年11月10日 ～ 平成24年3月31日
2.官庁施設の被災状況に関する情報収集等効率化検討会、委員（座長）

国土交通省大臣官房官庁営繕部 計画課、平成25年11月～ 平成27年3月 

